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大洗の青い空と潮風の中で
「平成18年度大洗原子力材料夏の学校」が開催されました。

　７月31日（月）～８月５日（土）、
大洗町にある東北大学金属材料研究所
附属量子エネルギー材料科学国際研究
センター（以降、金研大洗センターと
略称します）で「平成18年度大洗原子
力材料夏の学校」が開かれました。こ
の夏の学校は、材料研究に興味をもつ
大学院学生を全国から広く募集し、応
募した大学院生が、先端の研究に触れ
つつ、原子炉による材料照射とそれに
関連した様々な材料研究（実験）の基
本を勉強するという、金研大洗センター
でなければできない教育を行うもので
す。また、夏の学校に参加した学生は
大洗町の東北大学宿泊所（定員22名）
と原子力機構・旭分室で１週間にわたり寝食を共にするので、自由な議論を通して交流を深める貴重な機会
をもつことになります。第４回目に当たる今回は、北海道から九州までの13の大学から募集定員（20名）
を超える24名の応募があり（内女子２名、留学生２名）、全員を受け入れて実施しました。

　夏の学校に参加する学生は原子力や材料分野以外に、エネ
ルギー、物質、機械、物理、環境など様々の専攻に属して
いるため、彼らの予備知識は夏の学校の教育内容から大きく
異なることになりますが、夏の最も暑い時期に全国から大洗
に駆けつける学生の意欲は非常に高く、その期待に十分に答
えるために金研大洗センターではいろいろな努力をしていま
す。例えば、①教育において最も基本的で大切な「感動」や
「驚き」をできるだけ伝えられる内容とすること、②原子力
における材料の重要性を認識し、原子力に関連する材料研究
に必要な知識と技術を身につけるために、専攻にかかわらず
広く理工系の学生が理解しやすい内容とすること、などです。
これらを踏まえて夏の学校では、「原子炉で高速中性子の照
射を受ける微小試験片の作製から、照射済み放射性同位元素
（RI）試料の放射性核種の測定、照射後試験による照射硬化・
照射脆化の評価とその組織的因子の観察・分析」について、
６科目の講義（各１～1.5時間）、６つの見学（原子力機構
のJMTRと常陽など）、14科目の実習を通して、懇切丁寧
な指導を行いました。また、５日目（金）の大洗最後の夜は、
東北大学宿泊所で立食パーティーを開いて一人一人の学生に

修了証書を手渡し、感想を述べてもらいました。
　東北大学宿泊所は海岸まで歩いて約10分の距離にあり、学生は、実習日の夕食前のひとときに大洗海岸
を散策したり、夏の学校終了後の土曜日には、早朝から海水浴を楽しんだりして、自由時間を楽しみました。
　毎年実施している無記名のアンケート調査（A４用紙６頁）は次年度の夏の学校を改善するための大切な
資料ですが、各科目についての５段階の評価とともに印象や要望がびっしり書かれています。それによれば、
例年とも夏の学校は非常に好評で、期待以上の教育効果をあげていることがわかります。次の文章は、大洗
を初めて訪れ一週間滞在したある男子学生の大洗に対する素直な感想です。
　「大洗の青い空と潮風は実習中や昼休み、夕方を問わず気分を明るくさせてくれます。重要なインフラな
気がします。」

表１　平成16～18年度の参加大学院生の所属大学
大　　学 H16 H17 H18

北 海 道 大 学 1 3 2
東 北 大 学 15 5 3
茨 城 大 学 1 2
東 京 大 学 2
東 京 工 業 大 学 4
日 本 大 学 1
金 沢 大 学 1
東 海 大 学 2
総合研究大学院大学 1
福 井 大 学 1
京 都 大 学 5 5 6
近 畿 大 学 1
兵 庫 県 立 大 学 1
岡 山 大 学 1 1
島 根 大 学 1 1
広 島 大 学 1
愛 媛 大 学 1 1
九 州 工 業 大 学 1
九 州 大 学 2 3 2
合　　計 30 23 24



　７月26日（水）大洗地区涸沼浄化対策協議会主催による
涸沼川の源流である飯田ダム（笠間市）の視察会が行われま
した。
　夏海小学校４年・５年生の児童と保護者及び先生方が参加
し、施設の見学や飯田ダム管理事務所の職員から涸沼川源流
のダムについての説明を受け、子供たちは、日常生活に欠か
せない貴重な水資源や自然環境の大切さについて学びまし
た。

夏海小児童
涸沼の源流　飯田ダム視察会に参加
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　大洗町内で設立を進めている総合型地域スポーツクラブに
よるゴルフ教室が19名の参加者により開催されました。
　９月２日にはキンボール教室も開催され、着々とクラブ設
立の準備を進めております。
　第２回ゴルフ教室を９月27日（水）より開催予定してい
る他、バランスボール教室等も企画しております。
　会員及びクラブ活動のためのボランティアスタッフを募集
しておりますので、興味のある方は、是非ご入会下さい。
　問合せ　／　生涯学習課事務局　淡河（オゴウ）　
　　　　　　　☎267-0230

大洗町総合型地域スポーツクラブ（仮称）活動開始

　８月10日（木）、土浦市民会館において第21回茨城県幼
年少年婦人防火大会が開催され、夏海地区女性防火クラブ部
長の海老沢洋子さんと大貫地区女性防火クラブ副部長の萩原
純子さんが茨城県幼少年婦人防火委員会長（茨城県知事）表
彰を受賞しました。
　海老沢さんは、クラブの指導者として正しい防火知識の普
及に努め火災予防に優れた成績をあげたことにより、優良民
間防火組織クラブ指導者として、また、萩原さんはクラブの
活動において火災予防思想の普及高揚に努めたことにより、
優良民間防火組織クラブ員として、それぞれ表彰されました。

大洗町女性防火クラブ員
茨城県幼少年婦人防火大会で県知事表彰を受賞

　８月６日（日）日本科学未来館において、第12回流れの
ふしぎ展『ウィンドカーコンテスト』が行われました。大洗
町からはサイエンススクールの小学生21名が、レーシング
部門・障害物部門に出場し優秀な成績を残しました。
レーシング部門
　準優勝　　米川　尚杜　（夏海小3年）
　第３位　　松本　英里香（祝町小1年）
　特別賞　　桑又　行平　（磯浜小6年）
　特別賞　　柴田　麻里奈（磯浜小2年）
障害物部門　　ベストデザイン賞　小松崎　愛（磯浜小6年）

第12回流れのふしぎ展　ウィンドカーコンテスト
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対象者：新規で定期券を購入された方
　プール・トレーニングジムにて、楽しく効率の
よいトレーニングを行っていただくために、現在
の体の状態をチェックし、あなたの運動目的に
合ったトレーニングメニューの作成やアドバイス
を行います。これからトレーニングを始める方は
是非ご参加下さい！

ポイント
その１：体力測定で体の状態がチェックできる！
その２：担当スタッフ制なので、わからないこと

でもなんでも聞ける！
その３：３ヵ月後にトレーニングの成果をチェッ

クできる！
詳しくは、トレーニングスタッフまでお尋ね下さ
い。　☎267－1126

◆体脂肪を
　　落としたい！
◆体力をつけたい！
◆かっこいい体に
　　なりたい！

◆体脂肪を
　　落としたい！
◆体力をつけたい！
◆かっこいい体に
　　なりたい！

◆体脂肪を
　　落としたい！
◆体力をつけたい！
◆かっこいい体に
　　なりたい！

そんな方を
スタッフが
プロデュース
します！

フィットネスフィットネス
オリエンテーション
をご活用下さい。

フィットネスフィットネス
オリエンテーション
をご活用下さい。

フィットネス
オリエンテーション
をご活用下さい。
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オ
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シ
ョ
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予約制

清
しみず

水　虹
にどむ

夢くん
（新町10区　１歳）
お父さん　裕吾　　お母さん　由美
「我が家のあばれんぼう将軍です。」

深
ふかさく

作　俊
しゅんき

綺くん・真
まひろ

洋ちゃん
（下宿　１歳・７歳）
お父さん　和利　　お母さん　晃江
「ハイハイのスピードが超速いしゅんき！
はやくねーねと一緒にバスケットが出来るといいね。」
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の
赤
き
苺
は
長
生
き
の
源

み
な
も
とと

娘こ

の
指
先
に
あ
り

　
　

寺
釜
五
区　
　

堀
野　

満
穂

〔
評
〕
見
た
目
に
も
新
鮮
な
苺
は
体
に
よ
い
と
言
う
の
だ
。

身
近
に
親
を
案
ず
る
娘
の
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
歌
。

初
夏
の
日
の
優
し
く
包
む
ひ
ぬ
ま
苑
老
い
て
幸
い
待

ち
人
来
た
る

　
　

成
田
五
十　
　

清
宮　

し
げ

〔
評
〕
上
句
写
実
、
下
句
心
象
と
短
歌
の
本
質
を
巧
み
に
捉

握
。
こ
の
様
な
基
本
の
確
か
な
詠
み
を
大
切
に
し
た
い
。
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ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる
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〔営業時間〕9:00～17:00　※最終入館 16:00
〔休 館 日〕12月11日㈪・12日㈫

http://www.aquaworld-oarai.com

〔入館料〕

1,800円

900円

300円

1,400円

700円

250円

4,000円

2,000円

700円

大　　人

小中学生

幼　　児

種　別 個　人 団　体 年間パスポート
・料金は消費税が含まれています。
・団体は20人以上です。
・幼児は3歳以上です。

TEL 029-267-5151

　テッポウウオはその名前の通り、口から水を鉄砲のように“ピュッ”と飛ば
し、水面近くにいる昆虫などを撃ち落として食べることができます。成長する
と、なんと１m以上も水を飛ばせるようになります。
　当館では、餌を撃ち落とす瞬間を見ること
が出来ます！水槽の上から餌を付けた板を下
げて、餌を撃ち落とさせる練習を何ヶ月も前
から続けてきましたが、ついに９月にデ
ビューすることが決まりました！間近で見る
と大迫力なので、ぜひ水族館に晴れ姿を見に
来てください。 （魚類展示課　圓東　佑介）
◆テッポウウオ実演
　時　間　　11：10、16：10　１日２回（約10分間）
　場　所　　熱帯の水草水槽（４階）

テッポウウオ（テッポウウオ科）
Toxotes jaculatorix （Pallas）

大洗の夏をしめくくる八朔際大洗の夏をしめくくる八朔際大洗の夏をしめくくる八朔際
　８月26日・27日、毎年恒例の八朔際が行われま
した。
　26日は、おかめやひょとこを乗せた山車が朝か
ら町内を練り歩き、伝統の祭りの雰囲気を盛り上
げ、27日の歩行者天国では、威勢のよい掛け声と
ともに３台の山車が巡り、ゆったりとした磯節やサ
ンバパレードなどが祭りに華を添えました。
　歩行者天国内の各所では様々な催しが行われ、約
４万人の人でにぎわい活気づき、大洗の夏をしめめ
くくりました。


